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事者と患者間におけるコミュニケーションが影響していたと考える。       
また、参加者は、発症後、妊娠が難しいと思考し女性としての価値を低く感じていたが、
出産に至ることで、「普通」の女性に近づくことができたと実感し、女性としての価値を取
り戻していたことから、SLE 患者にとって出産とは、自己の価値を取り戻す経験になって
いると推察される。 
以上より、SLE患者が心身ともに安全で安楽な環境で出産を実現できる看護支援として、
医師と患者間の調整役として機能することや、妊娠前から出産までの各局面に応じて、患
者の不安に対する支持的な援助、及び患者が不安に適応できるように関わる必要性が示唆
された。 
 
【結論】 
SLE患者の出産に至るまでの経験を記述することによって、以下の知見を得た。 
１．SLE 患者は、不確かな妊娠経過に常に不安を感じ戸惑いながらも、出産に臨み手を尽
くすことで妊娠・出産を経験していた。 
２．SLE 患者の妊娠・出産の取り組み方は、患者の取り組む姿勢や思考様式によって経験
が異なり、患者と医療従事者とのコミュニケーションが影響していた。 
３．SLE 患者は、妊娠・出産のリスクに直面し、女性としての価値を低く感じていたが、
出産を実現し「普通」の女性に近づいたと自己の価値を取り戻していた。 
 
本研究では、SLE 患者の出産に対する意向や姿勢、思考様式を含めた患者の視点による
妊娠・出産の様相を描くことができた。医療従事者にとって SLE患者の妊娠・出産の経験
の全体像を共有することに繋がり、今後 SLE患者の妊娠・出産の支援を考える基礎資料と
して寄与するものと期待される。 
